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昨
年
の
本
学
会
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
松
岡
道
治
先
生
は
明

治
三
九
年
六
月
一
八
日
、
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
に
お

い
て
、
わ
が
国
で
初
め
て
の
整
形
外
科
の
診
療
と
講
義
を
開
始

し
、
本
邦
整
形
外
科
学
の
基
礎
を
築
い
た
。
今
回
は
先
生
の
生

涯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

〔
生
家
、
生
地
〕
松
岡
先
生
は
、
山
口
県
室
積
浦
で
三
百
年
続

く
回
船
問
屋
（
今
津
屋
）
松
岡
五
郎
左
衛
門
の
次
男
松
岡
藤
蔵

（
酒
造
業
）
を
父
に
、
徳
山
の
国
広
治
郎
左
衛
門
（
酒
造
業
、
士

族
）
の
三
女
ト
モ
を
母
に
、
そ
の
次
男
と
し
て
、
明
治
四
年
一

一
月
二
一
日
に
出
生
し
た
。

出
生
地
は
、
山
口
県
熊
毛
郡
室
積
町
大
字
室
積
浦
（
現
・
光

市
室
積
町
七
丁
目
）
第
百
四
十
番
屋
敷
（
郷
土
史
家
・
国
廣
哲

也
氏
の
教
示
に
よ
る
）
で
あ
る
。
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【
家
系
｝
松
岡
家
一
族
は
政
治
家
、
学
者
を
多
く
輩
出
し
て
い

る
。
伯
父
（
松
岡
五
郎
左
衛
門
長
男
、
三
十
郎
）
の
四
男
（
嫡

男
）
、
す
な
わ
ち
先
生
の
従
弟
が
松
岡
洋
右
・
元
外
務
大
臣
で
あ

り
、
三
十
郎
の
次
女
（
洋
右
の
姉
）
、
藤
枝
の
娘
寛
子
の
夫
が

元
・
総
理
大
臣
の
佐
藤
栄
作
で
あ
る
。

先
生
の
兄
、
松
岡
章
一
の
長
男
は
松
岡
操
一
・
大
阪
歯
科
大

学
名
誉
教
授
（
局
部
床
義
歯
学
）
で
あ
る
。

松
岡
先
生
の
末
妹
イ
ト
の
夫
、
木
原
岩
太
郎
（
明
治
二
六
年
、

帝
国
大
学
卒
業
）
は
、
京
都
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
教

授
予
定
者
と
し
て
、
明
治
三
三
年
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
が
、
ベ

ル
リ
ン
到
着
後
一
週
間
に
し
て
客
死
し
た
。
遺
子
の
ひ
と
り

（
次
女
）
八
重
の
婿
と
な
っ
た
の
が
木
原
卓
三
郎
先
生
（
大
正
六

年
、
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
）
で
あ
る
。

木
原
先
生
は
昭
和
二
年
に
京
都
大
学
教
授
（
解
剖
学
）
に
就

任
、
昭
和
三
○
年
退
官
、
名
誉
教
授
。
昭
和
三
三
年
に
学
士
院

賞
を
受
賞
し
た
。
木
原
先
生
の
ご
子
息
が
木
原
隆
・
大
阪
医
科

大
学
名
誉
教
授
（
解
剖
学
）
で
あ
る
。

【
学
歴
】
松
岡
先
生
は
地
元
の
小
学
校
（
監
海
小
学
校
）
か
ら

岩
国
中
学
校
尋
常
科
を
経
て
、
第
三
高
等
中
学
校
予
科
を
明
治
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二
三
年
に
、
第
一
高
等
中
学
校
を
明
治
二
六
年
に
卒
業
し
た
。

帝
国
大
学
医
科
大
学
の
卒
業
は
明
治
三
○
年
一
二
月
で
あ
る
。

【
教
授
時
代
｝
京
都
帝
国
大
学
在
任
中
、
松
岡
先
生
は
東
京
帝

国
大
学
の
田
代
義
徳
教
授
と
並
び
称
さ
れ
、
日
本
外
科
学
会
な

ど
で
活
躍
さ
れ
た
。
先
生
の
研
究
の
整
備
ぶ
り
は
、
国
内
外
の

訪
問
者
か
ら
等
し
く
絶
賛
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

京
都
医
科
大
学
で
の
講
義
は
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
れ
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
準
備
に
は
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

【
開
業
時
代
］
松
岡
先
生
は
大
正
四
年
、
本
邦
初
の
整
形
外
科

専
門
病
院
（
松
岡
矯
正
科
及
外
科
病
院
）
を
大
阪
市
に
開
業
し

た
。
当
時
珍
し
い
洋
風
の
建
物
で
、
門
前
市
を
な
す
盛
業
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

先
生
没
後
の
病
院
は
、
存
命
中
か
ら
赴
任
し
て
い
た
内
藤
一

男
先
生
（
昭
和
一
四
年
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
）
が
院

長
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
七
年
に
閉
院
を
余
儀
な

【
晩
年
】
松
岡
先
生
は
、
若
い
頃
無
口
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る

が
、
晩
年
は
好
々
爺
に
な
ら
れ
て
、
内
藤
先
生
も
一
度
も
叱
ら

ノ
＼
さ
れ
た
。

れ
た
こ
と
は
な
い
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
親
戚
の
子
供
さ
ん

が
自
宅
に
訪
ね
て
く
る
と
、
笑
顔
で
菓
子
な
ど
を
与
え
て
お
ら

れ
た
と
い
う
。

先
生
は
昭
和
二
八
年
に
八
五
歳
で
死
去
さ
れ
た
。
先
生
ご
夫

妻
に
遺
子
は
な
く
、
松
岡
洋
介
の
三
男
（
松
岡
震
三
）
を
養
子

に
さ
れ
た
。

膨
大
な
蔵
書
は
京
大
整
形
外
科
へ
寄
付
さ
れ
、
そ
の
目
録
は
、

日
本
医
史
学
学
会
理
事
長
、
蒲
原
宏
先
生
に
よ
っ
て
、
整
理
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

先
生
ご
夫
妻
の
墓
は
山
口
県
光
市
光
井
の
真
宗
松
尾
山
光
立

寺
に
あ
る
こ
と
を
、
上
記
国
廣
氏
の
案
内
で
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
松
岡
家
代
々
の
墓
と
松
岡
洋
右
の
墓
と
の
間
に
建
立
さ
れ

て
い
て
、
そ
ば
に
天
折
さ
れ
た
愛
娘
（
俗
名
富
士
子
様
［
行
年

一
歳
半
］
）
の
地
蔵
が
あ
る
。
戒
名
は
先
生
が
「
和
敬
院
釈
信
道

居
士
」
、
奥
様
（
綱
子
）
が
「
静
寂
院
釈
清
月
大
姉
」
で
あ
る
。


